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取扱説明書 


■A77TB 


スピーカー システム 


このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただをましてま 
ことにお0がとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正し<お使いください。 
なお、「取扱説明書」は r 保証書」、「ご相談窓□-修理窓口 
のご案内」と一緒に必ず保管してください。 

P まをに正しくお使いいただくために^ 
給表巧にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しく 
お使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や財産への損害 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
その表示と意昧は次のよラになっています。 

内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り 
扱いをすると、人び損書を負ラ巧 
能性び想定される内容および物的 
損害のみの発生び想定される内容 
をのしています。 


給表示の例 

A A 記号はミ主意（警告を含む）しなければな5ない 

/!\ 内容であることを示しています。 

Q ( S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

〇 参記号は行動を強制したり指おする内容を示して 
います。 


音のエチケット 


楽しし宿楽も時と場所によっては気になるわので 
ぶ寸_隣近所への思いやりを十分にいたしましょ 
う。ステレす備量は責加)細け總で大きく 
わかさくもなります。 

" 音。巧ヶット ' とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすいち 
のです。夜間の音楽鑑賞などには特に気を配りましょう。近所へ 
の音び漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環 
境を守りましょう。 


キャビネットのお手入れ 

通常は、柔らかい布で乾拭きしてください。ちれびひどい場合は 
水で日〜目倍に薄めた中性洗剤に柔5かい巧を浸してよく絞った 
あと、ミちれを拭き取り、そのあと乾いた巧で拭いてください。ァ 
ルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などげ付着すると印刷、 
塗装などびはばることがあ0ますのでごを意ください。また、化 
学ぞ ラさん 等をお使いの場合は化学ぞ ラさん 等に付属のを意事項 


ごほ用の前に 

©このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、6^1で 

す。負荷インピーダンスび4〜1目^1のステレオアンプ（ス 

ピーカー出力端子に4〜1目抑の表示びあるもの）へ接続し 

てお使いください。 

•同軸ユニットのトゥイーター（ドームトゥイーター）や 
スーパートゥイーター （ U ボン型）には強力な磁気回路を 
用いています。鉄などの磁性体を不用意に近づけないでく 
ださい。振動板を破損する恐れびあ0ます。 

• スーパートゥイーターの振動板には、極薄のアル S ニウ 
ムを採巧しています。不用意に手を DP くなどしないよラ 
にごを意ください。風圧により振動板を破損する恐れび 
お0ます。 

A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記の注意事 

項をお守りください。 

• 許容入力 U (上を入力しない。 

• 本機を含む AV 機器をアンプへ接続するとさはアンプの電 
源を日 FF にする。 

• グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場合、 
音量を上げ過ぎない。 

• ル出カアンプで無理に大きな音を出さない（アンプの高調 
波歪び増え、スピーカーを破損することびある）。 



殿置] 

• ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に / C \ 
置かないで<ださい。落ちたり、倒れたりしてけびの vv 
原因となることがあ0ます。 禁止 

• テレビ、才ーディオ機器等に本機を接続する場合は、 A 

各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説/!\ 
明に従って接続してください。また、接続は市販の ま意 
コードを使用してください。 

•本機の上にテレビやオーディオ機器を載せて移動しな 

いでください。倒れたり、落下してけがの原因となる V V 
ことびあります。持ち運びは重いので2人 L 处上で巧っ 禁止 
て < ださい。 

• 壁や天井に取り付けた D 、 棚の上など高い所に設置し xTN 
ないでください。グリルは取0外し可能な構造なの \^V 
で、きちんと取り付けていないと、グ U ルびがれて落 禁止 
ちたりしてけびの原因になることびあります。 

瓶用方法] 

■ 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。スピー 
カーび発熱し、火災の原因となることびあります。 

• 本機に乗ったり、ぶ5下びったりしないでください。 

特にお子様はごを意ください。倒れた0、こわれたり 
してけびの原因になることびあります。 



をよくお読みください。 • 本機の上に重いわのや外枠か5はみ出るよラな大さな 

ものを置かないで<ださい。バランスびくずれて倒れ 
たり、落下してけびの原因となることびあります。 禁止 





• 和室など壁び透過性の場合は、スピーカーシステム背面をで 
をるだけ壁に沿わせるか、反射性の物を背面に設置すること 
をお勧めします。 

• 左ちのスピーカーシステムの前面びテレビ等の画面となるベ 
く同 一 平面になるよラに置いてぐださし、。 

• テレビ等の画面と組み合わせて、よ0良好なにび0のあるサ 
ウンドを実現するためには、テレビ等の画面を左ちのスピー 
カーシステムの中央に設置し、左ちのスピーカーシステムを 
聴取位置か5約日0°〜目0°の角度に設置するのび理想的な置 
を方です。 

• 洋間など壁面び反射または共振しやすい部屋では壁面には 
カーテンで、また床面へはじゅラたんなどで処理することを 
お勧めします。カーテンは部屋の隅まで入れると音のこちり 
がかなくな0ます。またスピーカーの対向面び固い壁の場合 
ち厚手のカーテンで処理をすると定在波の発生を防ぎ良い結 
果び得5れます。 


この スピーカー システムは、 
37 k 旨の重量びありますので設 
置場所は床面のしっかりした場 
所を選び、壁面か5は、図に示 
す程度の距離を目安にして設置 
して < ださし、。 

樓壁からの距離で低音の量感び 
調整でさます。側壁か5の距離 
で左ちの音質差びないよラ調整 
して < ださし、。 

左ちのスピーカーはリスニン 
グポジシヨンに巧し等距離に 
なるよラ設置すると自然なス 
テレオ感び得5れます。ス- 
ピーカーコードも同じ長さに 
なるよラにして < ださい。 




設置について 

• スピーカー システムの再生音は、 U スニングルームの条件に 
よって微妙な影響を受けやすいをのです。設置する場所を考 
慮し、最適な状態でご使用<ださい。 

• 付属の固定金具を下図のよラに本機裏面上部の巧へ付属のネ 
ジにて取0付け、ヒモやチェーンを使巧して確実に本機を柱 
や壁に固定してください。また、固定する柱や壁は、スピー 
カーシステムの重量に十分に耐える強度びあることを確認し 
てください。固定したあとは、必ず転倒しないことを確認し 
て < ださい。 

• 転倒した場を、故障の原因となることびあります。 

ヒモやチェーンなど 

必ず2本のヒモやチェーンを 
2力所に取0付けて、上の方 
に開いて固定してください。 

取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天災な 
どによる事故損傷については、当社は一切責任を負い 
ません。 



<本機裏面> 


Q 設置上のミ主意 

• 本機はキャビネット表面に天然木の実板および集成材を使巧 
しております。直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに 
は設置しないでください。天然木の収縮によるキャビネット 
の変形、変色およびスピーカーび故障する原因にな0ます。 

• スピーカーシス了ムは重いため、不安定な場所に設置するの 
は大変危険ですのでおやめください。 

スパイク • メタルフットの巧り付け方 

このスピーカーシステムには、スパイクとメタルフツトが付属さ 

れています。より良い音で再生するために、どち5かをご使用い 

ただくことをお勧めします。また、取0付け位置や個数 （3 〜4 

個）によ0、音質のチューニングが可能です。聴を比べてお好み 

の音質でお楽しみください。 

■ スパイクを取り付ける場含 

D スパイクにフランジナットを取0付けます。 

旦それを台座のスパイク取付金具のネジ部の4力所（または3力 
所）にねじ込みます。このとを、外側のかさい巧をご使用く 
ださし、。 

旦スパイクび載る設置場所の部分に、あ5かじめ付属のスパイ 
ク受けを4力所（または3力所）置いておさます。 

□ フランジナットの高さを調整し、キャビネットにガタツキび 
ないよラにします。 


n スパイク 



e 

フランジナット 


スパイク受けを使用せずにスパイクだけを使用した場合、設置 
した巧などにキズを付ける可能性がありまず。ス/イクを使用 
ずる場合は、スパイク受けを使用ずることをお勧めしまず。_ 

■ メタルフットを取り付ける場ち 

D メタルフットを台座のスパイク取付金具のネジ部の4力所（ま 
たは3力所）にねじ込みます。このとさ、内側の大さい巧をご 
使用 < ださい。 

旦メタルフットのネジで高さを調整し、キャビネットにガタツ 
キびないよラにします。 


メタルフット 



メタルフットのみを使用した場合、巧の材質によってはキズが 
付く可能性びありまず。そのような恐れのある場含は、付属の 
メタルフット用クッションを使用ずることをお勧めしまず。 

ご注意 

• 本機は 37 K 呂の重量びあるため、傾けなび5スパイクや^夕 
ルフットの取0付け作業を行ラことは大変に危険です。キズ 
のつかない柔5かい布などの上に寝かせて、必ず2人！; LL で 
作業してください。 
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ステレオアンプとの接続 

接続するにあたって、本機にはスピーカーコードは付属して 
おりません。スピーカーコードは次の点に注意してお選びく 
ださい。 

• できるだけ太い芯線のをのを使用し、必要じ(上に長くし 
ないで < ださい。 

• 左ちの長さが異なる場をは、長い方にをわせて同じ長さ 
にして使用して < ださい。 


• 種類により固有のキャラクターを持つちのがあります。 
ま意してご使用ください。 

• 接触抵抗ができるだけルさくなるよラに、スピーカー端 
テとアンプへの接続はしっかり固定してください。 

コードの接続 

①ステレオアンプの電源スイッチを切ってください。 
(POWER OFF) 

感スピーカーシステム裏側の入力端テ(下側)へ、スピーカー 
コードを接続します。入力端テの極性はホがプラス(+)、 
黒がマイナス(一)です。 

③スピーカーコードをアンプのスピーカー出力端子につな 
ぎます。(詳しくは、アンプの取扱説明書を参照してくだ 
さい。） 


短おコード 

手で下側の入力端テのツマ S を左 
( f )) に回してゆるめ、スピーカー 
コー ドの先端を端テの巧に差し込 
み、短絡コードと共にツマ S を締 
めます。 



■ 本機の入力端子はバナナプラグでの接続もできまず。 

• 端子に接続したあとコードを軽く弓 I いて、コードの先端が 
端子へ確実に接続されていることを確かめてください。不 
完全な接続は、音がとぎれたり、雑音が出たりする原因と 
なじます。 

• コードの芯線がはみ出して、芯線どうしが触れたりすると 
ステレオアンプに過大な負荷が加わって動作が停止した 
り、故障することがあります。 

• ステレオアンプに接続したとさに、片方（ちまたは左）の 
スピーカーシステムの極性（+、一）を間違ってつないだ 
場合、正常なステレオ効果が得られなくなります。 

■バイワイヤリング接続 

本機は、バイワイヤ U ング接続が可能です。スピーカーコー 

ドは片チヤンネルあたり低音用と高音用のそれぞれに2本 

必要です。低音用と高音用にそれぞれ異なったコードを使用 

し、変化のある音色を楽しむことちでさます。 


①ステレオアンプの電源スイッチを切ってください。 
(POWER OFF) 

CD 入力端テの2本の短絡コードを外します。（高音用スピー 
カーと低音用スピーカーが分割される）外した短絡コー 
ドはなくさないように、大切に保管してください。 

⑤入力端子の上側には高音用、下側には低音用コードをそ 
れぞれ接続します。 



短結〕ードを外す 


® アンプからのコードは図のように接続してください。こ 
の際、コードの極性を逆にすると著し<音質を損なラの 
で注意してください。 



感通常の接続に戻す場合は、すべてのスピーカーコードを 
外してから、元のとおり短絡コードを取り付けてくださ 
し^。万一、短絡コードを紛失した場合は短く切ったス 
ピーカーコードで代用することがでさます。 

■ バイアンプ接続の場を 

さ6にグレードの高い接続法としてバイアンプ接続がありま 
す。バイワイヤ U ングの時と同様に入力端テ板の短絡コード 
を完全に外した状態で、低音用入力端子には低音専用アンプ 
の出力を、高音用には高音専用アンプの出力を接続します。 


高音用アンプ 
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出力音圧指向周波数/高調波歪率特性 

100 


10 100 1 k 10k 200 kHz 

グリルネットの着脱 

このスピーカーシステムは前面のグ U ルネットを取り外すこ 

とがでさます。グ U ルネットを着脱するとさは、次のよラに 

行って < ださい。 

①外すときはグ U ルネットの下側を両方の手で持ち、手前に 
軽く引っぱってグ U ルネットの下側を外します。 

感同じよラに、グ U ルネットの上側を手前に引っぱるとグ U 
ルネットは本体から外れます。 

⑤ 取り付けるとさは、グ U ルネットの四隅にある穴部を本体 
の突起部にをわせて、巧し込みます。 

ご注意 

• 防磁設計 ( JEITA ) ですのでテレビや モニターと 組み合 
わせてち色むらが起こりにくくなっています。まれに設置 
のしかたによっては色むらを生じる場合があります。その 
場合は一度テレビの電源を切り、1己〜30分後巧びス 
イッチを入れてください。その後ち色むらが残るよラでし 
たら、スピーカーをテレビか6離してご使用ください。 


出力音圧指向周液数特性/高調液歪率特性 


......... 位相反転式、 I -ールボーイフ□ァ型防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカー構成 . 3ウェイ+ S . TW 方式 

ウーファー ... 1目 cm コーン型 X 2 

ミッド/トゥイーター 

. 同軸] 3 cm コーン型/ 3 cm ドーム型 

スーパー トゥ イーター . U ボン型 

公称インピーダンス . 6 n 

再生周波数帯域 . 3己〜12日，日日日 Hz 

出力音圧レベル ... 89 dB / W ( lm ) 

許容入力 


最大入力 ( JEITA ) 


160 W 


ク□スオーバー周波数 .300 Hz 、3 kHz 、 40 kHz 

外形寸法 . 274(幅） X 107己(高） X 3日日(奥行） mm 

質量 . 37.0 k 呂 


付属品 


... スパイク X 4 

スパイク受け X 4 
タルフット x 4 
；><タルフット用クッシヨン X 4 
固定金具 X 2 
固定金具取付ネジ X 4 
取扱説明書 X ] 
保証書 X ] 

ご相談窓□-修理窓口のご案内 X ] 


上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
があります。 

本製品は 、 GP Acoustics ( UK ) Ltd . 及びその関連会社 
が所有する曰本特許第27日日8目2号の請求範囲に入ると 
解釈される可能性を考慮して、同社からライセンスを受け 
た製品です。 KEF 及び UNI - Q は GP Acoustics グループ 
を社の登録商標です。 


このスピーカーシステムのキャビネットの仕上げには、 
天然木材が使われています。このため、塩ビ化粧材など 
に比べ色の離や深みなど素晴らしいちのがあります。 
これ6は天然材のため、同じ桐のあるをのは2つと存在 
しません。この点をお含みくださり、ご使用をお願いい 
たします。 


保証期間中（一年間）、および保証期間経過後の修理につ 
いてはお買い上げの販売店にご相談ください。なお、本機 
の補修用性龍部品の保有期間は、製造巧切後8年間です。 
補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要 
な部品です。 
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